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薫風の候、保護者の皆様及び校区の皆様には、ご健勝でお過ごしのこととお慶び申し上

げます。平素は本校の教育にご理解とご協力をいただきありがとうございます。 

立夏（今年は５月５日～２０日）も過ぎ、暦の上では夏となり、ずいぶん日差しが強く

感じられる季節になってまいりました。子どもたちの服装を見ても夏の近づきが感じられ

ます。梅雨入りのニュースも聞くようになりました。気温や湿度、天候の変化が大きく、

熱中症対策等が必要な時期になってきました。学校に冷水器はありますが、ご家庭では水

筒をもたせていただき、水分補給できるようご準備をお願いいたします。 

５月２４日(土)に青少年指導員のあいさつ運動が行われました。その後、い

ろいろな場面で見守りや声かけを行っていただいている青少年指導員さんの

活動内容を含めて、子どもたちに紹介しました。社会生活において、あいさつ

はとても大切です。毎週火曜日には地域の方もご参加いただき、生徒会があい

さつ運動を実施しています。５月は来校される方も多く、「いい挨拶をしてく

れて、気持ちのいい学校ですね」とにっこりしながらほめていただくことがあ

りました。とてもうれしかったのと同時に、改めてあいさつが人の心をつなぐ

大切なものであることを認識し、しっかりと挨拶のできる長南中学校を大切

にしていこうと思いました。６月には３年生の修学旅行、２年生の高校訪問と

校外へ出ていく行事も予定されています。また、１年生及び２年生の学校水泳

も始まります。実施に際しご家庭に協力をお願いさせていただくこともある

かと思われます。保護者の皆様方におかれましては、ご理解とご協力の程よろ

しくお願いいたします。 

ご協力ありがとうございました ～ＰＴＡ～ 

 ４月２５日（金）、授業参観の後ＰＴＡ総会が行われました。 

審議結果については、次の通りとなりましたので報告させていただきます。保護者の皆

様には１年間ＰＴＡ活動にご協力お願いいたします。 

 

（第 1 号議案）2024 年度事業報告：承認  （第 2 号議案）2024 年度決算報告：承認 

（第 3 号議案）2025 年度役員選出：承認  （第４号議案）2025 年度事業計画（案）：承認 

（第 5 号議案）2025 年度予算（案）：承認 
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～ いじめについて考える集会 ～ 
５月７日（水）の１限に全校生徒で『いじめに

ついて考える集会』を行いました。生徒会役員の

意義説明から始まり、日常生活で起こる可能性が

ある１0 コの場面を寸劇で観ました。それを班で

「いじめになるかどうか」について話し合いまし

た。真剣な表情で班の仲間と話し合う姿が見られ

ました。その後、話し合った内容を全校生徒で共

有し、「いじめの定義」の確認、生徒会役員によ

る「集会のまとめ」を行いました。 

集会の後で、各クラスでふりかえりを行いまし

た。「発表にあった『あだなはいじめになる場合と

ならない場合がある』ということに共感しました。

仲が良いからこその呼び名もあるけど、見た目や

名前をいじったりして相手が嫌がるようなあだ名

はだめだと思った。」「いじめの現場を見て笑って

いる人は傍観者ではなくなって、知らない間に加

害者に変わっていくのだと気付いた。暴力はだめ

だけど、言葉や SNS でも発言には気をつけたい

と思った。」といった感想があり、自分ごととして

とらえ、班でしっかり話をした様子がうかがえま

した。また、『いじめをなくすために自分ができる

ことは何ですか？』という問いには、「加害者にも

被害者にもなったらいけないけど、観衆や傍観者

にもなったらいけないと思って行動できる人に

なりたい。」や「普段からきつい言葉を使わない、

相手のプライバシーをいじって笑わない人にな

る。また、悪いところだけ見て言わずに、良いと

ころを見てお互いに尊重し合えばよい」といった

意見があり、『自分ができること』についてしっか

り考えることができました。 

 

 

～ 大阪・関西万博校外学習 ～ 
「2025 大阪・関西万博への学校単位での招待事業」をうけ

て、5 月 9 日（金）に全学年で大阪・関西万博へ校外学習に行

きました。事前に万博について調べ、班で活動計画を立てて当

日に臨みました。雨天となってしまいましたが、子どもたちは

パビリオンの混み具合等に合わせて臨機応変に対応できる計画

を準備してきたこともあり、全体的にも行程を予定通りに進めること

ができました。集合場所に集まってきた子どもたちは笑顔で、万博で

体験したことや感じたことを話してくれました。長南中学校でもとり

くんでいる「 」もテーマとなっている万博で、少し先の未来を

感じられたのではないでしょうか。 

 

 

～ 班について考える集会 「なんてステキな班活動」 ～ 
長南中学校では、学校生活の基盤として、班活動を

大切にしています。特別活動や校外学習だけでなく、

日ごろの学習においても「自ら考えたことを班で話し

合い、対話を通して自らの学びを深められるようにと

りくんでいます。また、子どもたちが卒業後、いろい

ろな人と協力し、ちがいを認め合う力を育むことも目

的です。班を作る際には、班長会議をひらき「支えあ

い・学びあい・つながりあい」を大切にした班づくり

を考えています。 

5 月 14 日（水）に班について考える集会を行いまし

た。どんな班づくりがよいか、生徒会役員と 2 年生の有

志の生徒で「イケてる班活動」「イケてない班活動」をモ

デルにした劇をし、みんなで『班』について考える時間をもちました。これを受けて各学

級で班長会議をもち、本格的に班活動が始まっていきます。この活動を通して、お互いが

成長できるステキな学校にしていきたいと思います。ご理解・ご協力をお願いいたします。 
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～ 生徒会役員・委員 任命式と生徒総会 ～ 

５月１２日（月）、生徒会役員、委員の任命式が行われました。

生徒会の皆さんを代表して、生徒会役員、各種委員会が任命され

ました。令和６年度後期役員、令和７年度前期役員のから、「みん

なが居心地よく、安心して過ごせるより良い学校にしていきたい」

という気もちが伝わってきました。5 月 20 日（火）の生徒総会

では、前期生徒会役員から今年度前期のスローガンが発表され

ました。 

 

 

 

 

 

「笑顔で前向きになってほしい。また、それを仲間とともに協力していきたい」というおも

いが込められており、みんなが過ごしやすい学校をめざしてとりくみを進めてくれることだと

思います。次に、体育・環境・文化・給食の順に各委員長から活動内容が提案されました。す

べての提案内容について審議・承認されました。最後に執行部より、活動方針に基づき行う生

徒会活動への協力依頼が伝えられ、総会は幕を閉じました。 

 

 

～ 自分自身の目標と、達成するための道のりを見えるようにしてみよう ～ 

～ 「マイノート」の活用 ～ 
 ５月２２日（木）２３日（金）の２日間で、１学期中間テストが行われました。１年生

にとっては初めての定期テストでしたが、うまく計画的に進められたでしょうか。自分の

立てた計画と実際に実行できたこと、そして結果を受けて、より自分の望む未来につなが

るよう次の成長へとつないでいきたいものです。 

６月２６日（木）２７日（金）３０日（月）の３日間、期末テストが控えています。期

末テストは全教科が対象です。テスト発表されてからテストに向けた学びを始めるより、

日々コツコツとりくむほうが、あわてずに済みますし、何より毎日繰り返していることで

学んだことを定着させることができ、テスト発表の後には日頃の学習をふりかえって準備

Look ahead with a smile 

～ ともに助け合い、仲間とともに ～ 

No.2 

ができます。連絡帳として翌日の予定や連絡を記入している「マイノー

ト」をうまく活用し、自分自身で目標や課題、過程（予定）、出来たこ

とを「見える化」して期末テストに向けて、計画的に学習をすすめてほ

しいと思います。 

テストだけではありません。クラブや校外での活動でも、活用できる

と思います。メジャーリーグで大活躍の大谷選手も高校１年生の時、「ド

ラフトで８球団から１位指名を受ける」という夢を書き、それを達成す

るための８つの要素とそれを具体化する項目を 8１項目のマンダラチャートに書いてい

たそうです。 

７月３日（木）４日（金）には夏季中体連が予定されています。競技によっては別の日

に開催されるものもあるでしょうが、その大会に向けて、短い期間の計画から取り組むこ

とも可能です。 

「やりたいこと・夢」に向かってどのように進んでいけばよいのかを考え、実行してい

く力をもった生徒は、まさに本校のめざす生徒像である『「生きてはたらく学力」を身に

つけた生徒』だと思います。ご家庭でもお話しする機会をもっていただければと思います。 

 

 

～ 避難訓練（地震） ～ 

 ５月２３日（金）３限に地震を想定した避難訓

練を行いました。避難訓練の意義を再確認してい

たこともあり、スムーズに避難し、点呼、安全確

認することができました。 

１９９５年の阪神淡路大震災の時、私は電話が

つながらず、なかなか家族の安否がわからないま

ま不安だったことを今でも覚えています。あれか

ら３０年が過ぎました。それからも東日本大震災

や熊本地震、能登半島地震など、多くの地震が起

こっています。 

 多くの人がスマートフォンを持つ時代となりましたが、発災時には通信手段が使えない

かもしれません。登下校時に地震が起こったときにどう対応するかを考えてみることと、

いざ災害が起こった際の避難場所（家族が出会う場所）や、防災の備えについて家でも話

してみるように子どもたちに伝えています。この機会に子どもたちと確認してみてはいか

がでしょうか。 

 


